
(57)【要約】

【課題】空気処理用の揮発性薬剤を、長期間にわたって

安定に蒸散させることができる空気処理装置を提供する

。

【解決手段】空調機の空気処理に用いる液状の揮発性薬

剤を、通気性の容器１の内部空間３に収容されたスポン

ジ体２に吸収させる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 揮 発 性 の 薬 剤 を 収 容 す る 通 気 性 の 容 器 (１ )を 備 え る 空 気 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 薬 剤 は
液 状 で 、 前 記 容 器 (１ )の 内 部 空 間 (３ )の 少 な く と も 一 部 を 占 め る ス ポ ン ジ 体 (２ )に 吸 収 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 空 気 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス ポ ン ジ 体 (２ )は 、 フ ェ ル ト か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 処 理 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス ポ ン ジ 体 (２ )は 、 吸 取 紙 、 植 物 性 材 料 、 鉱 物 性 材 料 、 ポ リ マ ー の 粉 末 、 お よ び 動
物 の 皮 革 の い ず れ か か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 容 器 (１ )は 、 ４ ０ ％ 以 下 の タ ル ク を 含 む プ ラ ス チ ッ ク か ら 形 成 さ れ 、 こ の 容 器 の 壁
体 の 厚 さ は 、 ０ ． ５ ～ ２ mmで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 空 気
処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 プ ラ ス チ ッ ク は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 空 気 処 理
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 薬 剤 の 蒸 散 量 (Ｘ ； mg／ 日 )は 、 前 記 容 器 (１ )の 厚 さ (Ｅ p； mm単 位 )、 容 器 (１ )の 蒸
散 に 係 る 表 面 積 (Ｓ ； mm 2 単 位 )、 お よ び 平 均 的 な 室 温 Ｔ (Ｋ 単 位 )を 用 い て 、 Ｘ ＝ 6.05× 10 -
8 × Ｓ × exp((0.0452T－ 15.89)× Ｅ p＋ 0.0451T） と 表 わ さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
記 載 の 空 気 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 厚 さ (Ｅ p)が ０ ． ９ mm± ２ ０ ％ で 、 蒸 散 に 係 る 表 面 積 (Ｓ )が ４ ２ ０ ０ mm 2 ± １ ０ ％ の 容 器
(１ )に よ り 、 概 ね ４ ０ ℃ の 温 度 下 で 、 １ 日 当 た り ４ ５ mgの 割 合 で 、 １ 年 間 薬 剤 を 蒸 散 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 空 気 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ス ポ ン ジ 体 (２ )は 、 概 ね １ ０ ９ ０ ０ mm 3 の 容 積 と 、 １ ９ ０ mg／ cm 3 の 密 度 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス ポ ン ジ 体 (２ )を 収 容 す る 容 器 (１ )の 内 部 空 間 (３ )は 、 キ ャ ッ プ (４ )に よ っ て 塞 が
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 周 縁 部 で 濾 過 材 を 保 持 す る よ う に な っ て い る 自 動 車 の 車 室 用 空 気 処 理 フ ィ ル タ で あ っ て
、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 処 理 装 置 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の フ ィ ル タ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 自 動 車 の 車 室 用 空 調 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 自 動 車 の 車 室 の 空 調 機 に お い て 、 空 気 の 消 毒 、 殺 菌 、 ま た は 芳 香 づ け
を 行 う 際 に 、 揮 発 性 の 薬 剤 を 通 気 性 の 容 器 に 収 容 し て 、 自 動 車 の 車 室 の 空 調 機 を 循 環 す る
空 気 を 処 理 す る 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 空 気 の 抗 菌 処 理 や 芳 香 づ け の 分 野 に お い て は 、 通 気 性 の 容 器 に 、 こ の 容 器 の 壁 体 を 所 定
の 時 間 を か け て 通 過 し 蒸 散 す る 揮 発 性 の 薬 剤 を 収 容 し た 空 気 処 理 装 置 が 公 知 と な っ て い る
。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 薬 剤 を 用 い る 空 気 処 理 装 置 に は 、 液 状 の 薬 剤 を 、 液 密 で か つ 通 気 性 の 袋 に 入
れ 、 普 段 は 、 こ の 袋 を 、 通 気 性 の な い 容 器 に 収 容 し て お き 、 空 気 処 理 を 行 う 際 に 、 袋 を 容
器 か ら 取 り 出 す よ う に し た も の が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 液 状 の 薬 剤 を 液 密 の 袋 に 入 れ 、 か つ こ の 袋 を 液 密 か つ 通 気 性 の 容 器 に 収 容 し て お
き 、 空 気 処 理 を 行 う 際 に は 、 こ の 袋 の 液 密 性 を 破 り 、 薬 剤 を 、 通 気 性 の 容 器 内 に 流 出 さ せ
る も の も あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 分 野 に お い て は 、 空 気 処 理 の 持 続 時 間 を で き る だ け 長 く す る こ と が 求 め ら れ る 。 こ
の た め 、 液 状 の 薬 剤 を ゲ ル 状 の 物 質 と 混 合 し 、 得 ら れ た 混 合 物 を 、 １ つ ま た は 複 数 の 通 気
性 の 袋 に 収 容 す る と と も に 、 こ の 袋 を さ ら に 通 気 性 の 容 器 に 収 め る こ と も 提 案 さ れ て い る
（ 例 え ば 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 各 空 気 処 理 装 置 は 、 主 と し て 自 動 車 の 車 室 の 空 調 機 を 循 環 す る 空 気 を 処 理 す る の
に 用 い ら れ て い る 。 袋 を 収 容 し て い る 通 気 性 の 容 器 は 、 車 室 に 通 ず る 開 口 部 に 設 け ら れ る
フ ィ ル タ に 固 定 す る な ど し て 、 空 調 機 の 内 部 に 配 置 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ９ ６ １ ４ ９ ３ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ４ ５ ８ ２ ４ ４ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 欧 州 特 許 第 １ ４ ４ ０ ６ ９ ６ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 の 空 気 処 理 装 置 に お い て は 、 空 気 処 理 に 係 る 薬 剤 を 、 で き る 限 り 長 期 間 に わ た っ て
安 定 に 蒸 散 さ せ る た め 、 液 状 の 薬 剤 と ゲ ル 状 物 質 と の 混 合 物 を 、 容 器 内 に 過 度 に 充 填 さ せ
な い よ う に す る の が 望 ま し い 。 し か し 、 ゲ ル 状 の 物 質 に つ い て は 、 こ の よ う な 方 策 は 採 ら
れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 液 状 の 薬 剤 と ゲ ル 状 物 質 と の 混 合 物 を 入 れ た 袋 を 収 容 す る に は 、 大 型 の 容 器 が 必
要 と な る 。 一 方 、 こ の よ う な 袋 は 、 容 器 内 部 の 空 間 を す べ て 占 有 し な い こ と も あ る が 、 こ
の 場 合 、 容 器 の 容 積 が 無 駄 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 こ の よ う に し て 薬 剤 を 収 容 す る に 当 た っ て は 、 容 器 の 厚 さ 、 お よ び 混 合 物 を 所
望 の 通 り 蒸 散 さ せ う る よ う な 容 器 の 通 気 面 に つ い て も 注 意 を 原 わ な ｋ れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み 、 空 気 処 理 用 の 揮 発 性 薬 剤 を 、 長 期 間 に わ た っ て 安 定 に 蒸 散
さ せ る こ と が で き る 空 気 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 処 理 装 置 は 、 主 に 自 動 車 の 空 調 機 に 取 り 付 け ら れ る た め 、 可 能 な 限 り
小 型 に し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 薬 剤 の 蒸 散 の 信 頼 性 （ 長 期 間 に わ た っ て 安 定 に 蒸 散 す
る こ と ） 、 特 に 車 室 に 通 ず る 開 口 部 に 設 け ら れ る フ ィ ル タ へ の 取 付 け 、 空 気 処 理 装 置 全 体
の 交 換 、 薬 剤 の 再 充 填 等 に つ い て も 注 意 を 払 わ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 処 理 装 置 に お い て は 、 通 気 性 の 容 器 に 収 容 さ れ た 揮 発 性 薬 剤 の 蒸 散 を
介 し て 空 気 を 処 理 す る 。 こ の 空 気 処 理 装 置 に お い て は 、 薬 剤 を 、 容 器 の 内 部 空 間 の 少 な く
と も 一 部 、 好 ま し く は 概 ね す べ て を 占 め る ス ポ ン ジ 体 に 吸 収 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ス ポ ン ジ 体 の 収 容 を 容 易 に し 、 か つ 薬 剤 の 出 入 り を 容 易 に す る た め 、 ス ポ ン ジ 体 と 容 器
の 壁 体 と の 間 に は 、 薄 い 空 気 の 層 を 介 在 さ せ る の が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 薬 剤 は 、 ス ポ ン ジ 体 に 吸 収 さ せ う る よ う に 、 液 状 の も の と す る 。 た だ し 、 ス ポ ン ジ 体 に
吸 収 さ れ た 状 態 に 保 持 す る た め 、 ゲ ル 状 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 液 状 ま た は ゲ ル 状 の 薬 剤 を ス ポ ン ジ 体 の 内 部 に 保 持 さ せ る と 、 薬 剤 と こ れ を 保 持 す る 媒
体 と を 合 わ せ た も の の 大 き さ を 抑 え る こ と が で き 、 こ の 媒 体 を 収 容 す る 容 器 も 小 型 に す る
こ と が で き る 。 ま た 、 容 器 の 壁 体 を 通 ず る 薬 剤 蒸 散 の 信 頼 性 も 増 し 、 蒸 散 を 長 期 間 に わ た
っ て 持 続 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 容 器 が 小 型 で あ る と 、 車 室 に 通 ず る 開 口 部 に 設 け ら れ る フ ィ ル タ （ 吸 着 粒 子 タ イ プ 、 活
性 炭 タ イ プ 、 ま た は こ れ ら の 混 合 タ イ プ ） へ の 取 付 け に も 有 利 で あ り 、 薬 剤 の 蒸 散 を 最 適
な も の に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス ポ ン ジ 体 は 、 パ ン 切 れ の よ う な 厚 い 吸 取 紙 か ら な る 詰 め 物 、 鉱 物 性 材 料 、 植 物 性 材 料
（ 細 分 化 し 、 圧 縮 し た も の ） 、 セ ル ロ ー ス の 塊 、 綿 、 ポ リ マ ー の 粉 末 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン の
よ う な 合 成 繊 維 、 羊 毛 、 多 孔 質 の 皮 革 の よ う な 動 物 性 材 料 等 の 天 然 ま た は 人 工 の 繊 維 質 の
材 料 か ら 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス ポ ン ジ 体 を 植 物 性 の 材 料 か ら 形 成 す る 場 合 に は 、 樅 、 松 、 ま た は 栗 の よ う な 軟 材 、 大
鋸 屑 を 固 め た も の 、 セ ル ロ ー ス 綿 、 ピ ー ト モ ス 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス ポ ン ジ 体 を 鉱 物 性 の 材 料 か ら 形 成 す る 場 合 に は 、 モ ン モ リ ロ ナ イ ト 、 ア タ パ ル ガ イ ト
、 カ オ リ ン （ 陶 土 ） と セ ル ロ ー ス を 混 ぜ 合 わ せ た よ う な 土 壌 性 の 混 合 物 、 珪 藻 土 、 珪 藻 土
を 焼 成 し た も の 、 苦 土 （ 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム ） 、 石 灰 、 金 属 （ 鉄 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 ） の 酸 化
物 、 ケ イ 酸 塩 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト （ 蛭 石 ） 、 活 性 炭 、 珪 石 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 通 気 性 の 容 器 は 、 硬 質 で あ り 、 か つ ス ポ ン ジ 体 が 収 容 さ れ る 内 部 空 間 を 塞 ぐ キ ャ ッ プ を
備 え て い る の が 好 ま し い 。 キ ャ ッ プ は 容 器 に 固 定 さ れ る が 、 こ の 容 器 と キ ャ ッ プ は 、 耐 用
期 間 が 経 過 し た 場 合 に は 、 交 換 さ れ る 。 キ ャ ッ プ は 、 例 え ば 容 器 に 嵌 着 す る こ と に よ っ て
固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て は 、 薬 剤 を 再 充 填 し う る よ う 、 キ ャ ッ プ を 取 外 し 可 能 な も
の と し て あ る 。 本 発 明 に 係 る 空 気 処 理 装 置 は 、 ス ポ ン ジ 体 を 交 換 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 通 気 性 の 容 器 は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン の よ う な プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 形 成 す る の が 好 ま し い
。 こ の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 に は 、 ４ ０ ％ ま で （ 好 ま し く は ２ ０ ～ ３ ０ ％ ） の タ ル ク （ 滑 石 ）
を 含 ま せ る こ と が で き る 。 容 器 の 壁 体 の 厚 さ は 、 ０ ． ５ ～ ２ mmが 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 薬 剤 の 蒸 散 量 (Ｘ ； mg／ 日 )は 、 容 器 の 厚 さ (Ｅ p； mm単 位 )、 容 器 の 蒸 散 に 係 る 表 面 積  (
Ｓ ； mm 2 単 位 )、 お よ び 平 均 的 な 室 温 Ｔ (Ｋ 単 位 )を 用 い て 、 次 式 (Ｉ )で 表 わ さ れ る こ と が 経
験 的 に 分 か っ た 。
　 Ｘ ＝ 6.05× 10 - 8 × Ｓ × exp((0.0452T－ 15.89)× Ｅ p＋ 0.0451T） 　 　 　 　 (Ｉ )
し た が っ て 、 容 器 の 大 き さ を 定 め る に 当 た っ て は 、 上 記 の 関 係 を 考 慮 に 入 れ る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス ポ ン ジ 体 に 吸 収 さ れ る 液 状 薬 剤 の 量 は 、 空 気 処 理 装 置 の 使 用 条 件 に も よ る が 、 １ ． ８
２ ～ ２ １ ． ９ ｇ が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 特 徴 の い ず れ か を 有 す る 空 気 処 理 装 置 を 備 え 、 周 縁 部 が 中 央 の 濾 過 材
を 保 持 す る よ う に な っ て い る 自 動 車 の 車 室 用 空 気 処 理 フ ィ ル タ を も 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 上 記 の 空 気 処 理 フ ィ ル タ は 、 自 動 車 の 車 室 用 空 調 機 に 取 り 付 け る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 空 気 処 理 用 の 揮 発 性 薬 剤 を 、 長 期 間 に わ た っ て 安 定 に 蒸 散 さ せ る こ と
が で き る 空 気 処 理 装 置 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 行 う 実 施 形 態 の 説 明 に よ り 、 よ り 明 瞭 に 理 解 し
う る と 思 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 処 理 装 置 は 、 通 気 性 の 容 器 １ に 収 容 さ れ て い る 揮 発 性 の 薬 剤 に よ っ て
、 空 気 を 処 理 す る 。 こ の 空 気 処 理 装 置 に お い て は 、 空 気 処 理 の た め の 液 状 の 薬 剤 は 、 通 気
性 の 容 器 １ に 詰 め 込 ま れ て い る ス ポ ン ジ 体 ２ に 吸 収 さ れ て い る 。 ス ポ ン ジ 体 ２ は 、 液 体 を
容 易 に 吸 収 し う る と い う 特 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス ポ ン ジ 体 ２ は 、 容 器 １ の 内 部 空 間 ３ の 少 な く と も 一 部 （ こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 概
ね す べ て ） を 占 め る 凝 集 さ れ た 多 孔 質 体 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 液 状 の 薬 剤 が
吸 収 さ れ て い る ス ポ ン ジ 体 ２ と 通 気 性 容 器 １ の 壁 体 と の 間 に は 、 何 ら 中 間 的 な 構 成 要 素 は
存 在 し な い 。 ス ポ ン ジ 体 ２ は 、 容 器 １ の 壁 体 と の 間 の 空 気 の 薄 い 層 を 除 い て 、 容 器 １ の 内
部 空 間 ３ の 概 ね 全 体 を 占 め て い る 。 す な わ ち 、 ス ポ ン ジ 体 ２ は 、 薬 剤 の 出 入 り を 容 易 に す
る 通 路 を 確 保 し つ つ 、 容 器 １ の 内 部 空 間 ３ に 詰 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に お い て は 、 通 気 性 の 容 器 １ に 、 薬 剤 が す で に 吸 収 さ れ て い る ス
ポ ン ジ 体 ２ を 収 容 す る 。 ス ポ ン ジ 体 ２ と 容 器 １ の 壁 体 と の 間 に は 、 何 も 介 在 さ せ な い 。 ス
ポ ン ジ 体 ２ は 、 液 状 の 薬 剤 （ 例 え ば ア リ ル イ ソ チ オ シ ア ネ ー ト ） を 吸 収 さ せ た 後 、 容 器 １
の 内 部 空 間 ３ に 詰 め 込 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 容 器 １ の 内 部 空 間 ３ に 対 す る ス ポ ン ジ 体 ２ の 占 有 の 程 度 を 最 適 に す る た め 、 ス ポ ン ジ 体
２ の 形 状 は 、 容 器 １ の 壁 体 と の 間 の 空 気 の 薄 い 層 を 除 い て 、 容 器 １ の 内 部 空 間 ３ の 形 状 と
概 ね 一 致 さ せ る 。 ま た 、 ス ポ ン ジ 体 ２ を こ の よ う な 形 状 に す る こ と に よ っ て 、 容 器 １ の 外
寸 を 抑 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 容 器 １ は 、 小 型 で か つ 硬 質 で あ る た め 、 容 器 １ は 、 車 室 に 通 ず る 開 口 部 に 設 け ら れ る フ
ィ ル タ に 、 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 ス ポ ン ジ 体 ２ は 、
フ ェ ル ト か ら 形 成 し 、 か つ 円 筒 形 と し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 容 器 １ は 、 内 部 空 間 ３ を 塞 ぐ キ ャ ッ プ ４ を 嵌 め 込 め る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 容 器 １ は 、 硬 質 で あ り 、 通 気 性 の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 、 例 え ば 、 タ ル ク を ２ ０ ％ 含 む ポ リ
プ ロ ピ レ ン か ら 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 容 器 １ の 厚 さ Ｅ pが 、 ０ ． ９ mm± ２ ０ ％ で 、 蒸 散 に 係 る 表 面 積 Ｓ が ４ ２ ０ ０ mm 2 ± １ ０ ％
の 場 合 、 薬 剤 （ 例 え ば ア リ ル イ ソ チ オ シ ア ネ ー ト ） を 、 ４ ０ ℃ 台 の 一 定 の 温 度 下 で 、 １ 日
当 た り ４ ５ mgの 割 合 で １ 年 間 蒸 散 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 処 理 装 置 に お い て は 、 使 用 条 件 に よ り 、 厚 さ Ｅ pと 表 面 積 Ｓ と を 、 次
の よ う に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 薬 剤 を 、 ２ ５ ℃ の 温 度 下 で 、 １ 日 当 た り ５ mgの 割 合 で １ 年 間 蒸 散 さ せ る 場 合 は 、 次 式 (
１ )に よ り 、 表 面 積 Ｓ を 定 め る 。
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Ｓ ＝ (８ ． ２ ６ ４ × １ ０ 7 )／ exp(－ ２ ． ４ ２ ０ ４ Ｅ p＋ １ ３ ． ４ ３ ９ ８ )　 　 (１ )
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 薬 剤 を 、 １ ０ ℃ の 温 度 下 で 、 １ 日 当 た り ６ ０ mgの 割 合 で １ 年 間 蒸 散 さ せ る 場 合 は 、 次 式
(２ )に よ り 、 表 面 積 Ｓ を 定 め る 。
Ｓ ＝ (９ ． ９ １ ７ ３ × １ ０ 8 )／ exp(－ ３ ． ０ ９ ８ ４ Ｅ p＋ １ ２ ． ７ ６ ３ ３ )　 (２ )
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の ２ つ の 例 に 見 ら れ る よ う に 、 使 用 条 件 に よ り 、 容 器 １ の 厚 さ Ｅ pと 表 面 積 Ｓ に つ
い て 、 何 ら か の 関 係 を 定 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス ポ ン ジ 体 ２ は 、 体 積 が 概 ね １ ０ ９ ０ ０ mm 3 、 密 度 が １ ９ ０ mg／ cm 3 で あ れ ば 、 ４ ０ ℃ の
温 度 下 で 、 １ 日 当 た り ４ ５ mgの 薬 剤 を 蒸 散 さ せ る こ と が で き る 。 ス ポ ン ジ 体 ２ は 、 使 用 条
件 と 材 質 に よ り 、 体 積 を ４ ５ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ mm 3 の 範 囲 、 密 度 を １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ mg／ cm 3 の
範 囲 で 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 容 器 １ の 内 部 空 間 ３ の 容 積 を 定 め る に 当 た っ て は 、 ス ポ ン ジ 体 ２ の そ れ を 考 慮 に 入 れ な
け れ ば な ら な い 。 内 部 空 間 ３ の 容 積 は 、 ス ポ ン ジ 体 ２ と 容 器 １ の 壁 体 と の 間 の ス ペ ー ス を
除 い て 、 概 ね 等 し く す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 処 理 装 置 は 、 車 室 に 通 ず る 開 口 部 に 設 け ら れ る フ ィ ル タ （ 吸 着 粒 子 タ
イ プ 、 活 性 炭 タ イ プ 、 ま た は こ れ ら の 混 合 タ イ プ ） の 中 心 部 に 固 定 し 、 フ ィ ル タ を 通 っ て
循 環 す る 空 気 の 流 れ の 中 央 に 位 置 さ せ る 。 フ ィ ル タ は 、 硬 質 ま た は 変 形 可 能 な フ レ ー ム と
、 こ の 中 央 部 に 保 持 さ れ て い る 、 襞 を 寄 せ た 濾 過 材 と か ら な る 。 な お 、 本 発 明 に 係 る 空 気
処 理 装 置 は 、 フ ィ ル タ の 周 縁 部 に 位 置 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 処 理 装 置 を 、 空 調 機 内 に 設 け ら れ る フ ィ ル タ に 固 定 す る と 、 空 調 機 内
の 細 菌 や 臭 気 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 容 器 １ は 、 こ の 空 気 処 理 装 置 を 、 フ ィ ル タ ま た は 取 付 け 装 置 に 固 定 す る た め の 突 部 ５ を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 処 理 装 置 は 、 フ ィ ル タ の 交 換 時 に 取 り 替 え る こ と が で き る 。 ま た 、 こ
の 空 気 処 理 装 置 に お い て は 、 濾 過 材 を 新 し い も の に 交 換 し て 再 使 用 す る こ と も で き る 。 こ
の よ う な フ ィ ル タ の 交 換 時 の 空 気 処 理 装 置 の 取 替 え や 、 濾 過 材 の 交 換 は 、 自 動 車 の 修 理 工
場 で 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 空 気 処 理 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 空 気 処 理 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ 　 容 器
２ 　 ス ポ ン ジ
３ 　 内 部 空 間
４ 　 キ ャ ッ プ
５ 　 突 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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